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大
学
研
究
紀
要
　
第
二
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（
二
〇
二
二
年
三
月
）

《
釈
注
》

『
封
氏
聞
見
記
』
訳
注
（
八
）

髙
瀬
奈
津
子
・
江
川
式
部

　

本
稿
は
、
前
稿
に
引
き
続
き
、
唐
の
封
演
が
撰
し
た
『
封
氏
聞
見
記
』
巻
四
の
訳
注
で
あ
る
。
巻
四
の
う
ち
、
本
稿
で
は
金

鷄
と
露
布
の
訳
注
を
行
う
。

〔
一
〕『
封
氏
聞
見
記
』
巻
四
・
金
雞

　
【
原
文
】

國
有
大
赦
、
則
命
衞
尉
樹
金
雞
于
闕
下
、
武
庫
令
掌
其
事
。
雞
以
黄
金
爲
首
、
建
之
于
高
橦
之
下
、
宣
赦
畢
則
除
之
。
凡

建
金
雞
、
則
先
置
鼓
於
宮
城
門
之
左
、
視
大
理
及
府
縣
徒
囚
至
、
則
槌
其
鼓
。

按
、
金
雞
魏
晉
已
前
無
聞
焉
。
或
云
「
始
自
後
魏
」、
亦
云
「
起
自
呂
光
」。『
隋
書
』
百
官
志
云
「
北
齊
尚
書
省
有
三
公

曹
、
赦
則
掌
建
金
雞
」。
蓋
自
隋
朝
廢
此
官
而
衞
尉
掌
之
。

北
齊
每
有
赦
宥
、
則
于
閶
門
前
樹
金
雞
、
三
日
而
止
。
萬
人
竟
就
金
雞
柱
下
取
少
土
、
云
「
佩
之
日
利
」、
數
日
間
遂
成

坑
。
所
司
亦
不
禁
約
。
武
成
帝
即
位
、
大
赦
天
下
、
其
日
設
金
雞
。
宋
孝
王
不
識
其
義
、
問
于
光
禄
大
夫
司
馬
膺
之
曰
、
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「
赦
建
金
雞
、
其
義
何
也
？
」
答
曰
、「
按
『
海
中
星
占
』、『
天
雞
星
動
、
必
當
有
赦
』、
由
是
王
以
雞
爲
候
。」
其
後
河
間
王

孝
琬
爲
尚
書
令
。
先
是
有
謠
言
、「
河
南
種
穀
河
北
生
、
白
楊
樹
頭
金
雞
鳴
。」
祖
孝
徴
與
和
士
開
譖
孝
琬
曰
、「
河
南
・
河

北
、
河
間
也
。
金
雞
、
言
孝
琬
爲
天
子
建
金
雞
也
。」
齊
王
信
之
而
殺
孝
琬
。

登
封
嵩
岳
、
大
赦
、
改
爲
萬
歳
登
封
。
壇
南
有
大
槲
樹
、
杪
置
金
雞
、
因
名
樹
爲
金
雞
。

　
【
訓
読
】

国
に
大
赦
有
れ
ば
、
則
ち
衛
尉
に
命
じ
金
鶏
を
闕
下
に
樹た

て
し
め
、
武
庫
令
を
し
て
其
の
事
を
掌
ら
し
む
（
一
）。
鶏
は

黄
金
を
以
て
首
と
為
し
、
之
を
高
橦
の
下
に
建
て
、
赦
を
宣
し
畢お
わ

れ
ば
則
ち
之
を
除
く
（
二
）。
凡
そ
金
鶏
を
建
て
れ
ば
、

則
ち
先
に
鼓
を
宮
城
の
門
の
左
に
置
き
、
大
理
及
び
府
県
の
徒
囚
至
る
を
視
れ
ば
、
則
ち
其
の
鼓
を
槌た
た

く
（
三
）。

按
ず
る
に
、
金
鶏
は
魏
晋
已
前
に
聞
く
こ
と
無
し
。
或
い
は
「
後
魏
よ
り
始
ま
る
」
と
云
い
、
亦
た
「
呂
光
よ
り
起
こ

る
」
と
云
う
（
四
）。『
隋
書
』
百
官
志
云
う
に
、「
北
斉
の
尚
書
省
に
三
公
曹
有
り
、
赦
す
れ
ば
則
ち
金
鶏
を
建
つ
る
を
掌

る
」
と
。
蓋
し
隋
朝
の
此
の
官
を
廃
し
て
よ
り
、
衛
尉
之
を
掌
る
（
五
）。

北
斉
赦
宥
有
る
毎
に
、
則
ち
閶
門
の
前
に
于お

い
て
金
鶏
を
樹
て
、
三
日
に
し
て
止
む
。
万
人
竟
に
金
鶏
の
柱
の
下
に
就つ

き
少
土
を
取
り
、「
之
を
佩お

ぶ
れ
ば
日
に
利
あ
り
」
と
云
い
、
数
日
間
に
し
て
遂
に
坑
と
成
る
。
所
司
も
亦
た
禁
約
せ
ず

（
六
）。
武
成
帝
即
位
し
、
天
下
に
大
赦
し
、
其
の
日
に
金
鶏
を
設
く
。
宋
孝
王
其
の
義
を
識
ら
ず
、
光
禄
大
夫
司
馬
膺
之

に
問
い
て
曰
わ
く
、「
赦
す
れ
ば
金
鶏
を
建
つ
、
其
の
義
は
何
か
？
」
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、「『
海
中
星
占
』
を
按
ず
る
に
、

『
天
鶏
星
動
け
ば
、
必
ず
当
に
赦
有
る
べ
し
』
と
。
是
れ
に
由
り
て
王
は
鶏
を
以
て
候
と
為
す
」
と
（
七
）。
其
の
後
、
河
間

王
孝
琬
尚
書
令
と
為
る
。
是
れ
よ
り
先
謠
言
有
り
、「
河
南
に
穀
を
種
え
河
北
に
生
じ
、
白
楊
の
樹
頭
に
金
鶏
鳴
く
」
と
。

祖
孝
徴
は
和
士
開
と
孝
琬
を
譖
り
て
曰
わ
く
、「
河
南
・
河
北
は
、
河
間
な
り
。
金
鶏
は
、
孝
琬
天
子
と
為
り
金
鶏
を
建
つ

を
言
う
な
り
」
と
。
斉
王
之
を
信
じ
て
孝
琬
を
殺
す
（
八
）。
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登
封
嵩
岳
（
則
天
嵩
岳
を
封
じ
の
誤
り
）、
大
赦
し
、
改
め
て
万
歳
登
封
と
為
す
（
万
歳
登
封
と
改
元
す
の
誤
り
）。
壇
の

南
に
大
槲
樹
有
り
、（
樹
の
）
杪
に
金
鶏
を
置
き
、
因
り
て
樹
を
名
づ
け
て
金
鶏
（
樹
）
と
為
す
（
九
）。

　
【
註
釈
】

（
一
）
国
に
大
赦
有
れ
ば
、
則
ち
…
…
武
庫
令
を
し
て
其
の
事
を
掌
ら
し
む
。
　　
「
衛
尉
」
は
衛
尉
寺
を
さ
す
。
唐
代
の
衛

尉
寺
は
「
九
寺
」
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
宮
廷
の
武
器
を
管
理
し
、
宮
門
の
警
護
を
お
こ
な
う
。「
武
庫
令
」
は
衛
尉
寺
の
下

に
置
か
れ
た
武
庫
署
を
つ
か
さ
ど
り
、
宮
中
の
武
器
庫
の
管
理
を
担
当
し
た
。『
唐
六
典
』
巻
六
・
刑
部
郎
中
員
外
郎
の
条

に

凡
国
有
赦
宥
之
事
、
先
集
囚
徒
於
闕
下
、
命
衛
尉
樹
金
鶏
、
待
宣
制
訖
、
乃
釈
之
。

と
あ
り
、
大
赦
を
発
布
す
る
際
は
、
尚
書
省
刑
部
が
衛
尉
寺
管
下
の
武
庫
令
に
金
鶏
の
設
置
を
命
じ
た
。
唐
代
に
お
け
る
大

赦
発
布
時
の
金
鶏
の
設
置
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
五
〇
・
刑
法
志
に
、

太
宗
又
制
、
在
京
見
禁
囚
、
刑
部
毎
月
一
奏
、
従
立
春
至
秋
分
、
不
得
奏
決
死
刑
。
…
其
有
赦
之
日
、
武
庫
令
設
金
鶏

及
鼓
於
宮
城
門
外
之
右
、
勒
集
囚
徒
於
闕
前
、
撾
鼓
千
声
訖
、
宣
詔
而
釈
之
。
其
赦
書
頒
諸
州
、
用
絹
写
行
下
。

と
あ
る
よ
う
に
、
太
宗
の
貞
観
年
間
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
仁
井
田
陞
氏
は
こ
の
『
旧
唐
書
』
巻
五
〇
・
刑
法
志
の
文

か
ら
貞
観
令
の
復
原
を
し
、
獄
官
令
第
四
三
条
と
し
た
（
仁
井
田
陞
著
『
唐
令
拾
遺
』
（
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
三
年
、

後
に
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
に
復
刊
）
。

（
二
）
鶏
は
黄
金
を
以
て
首
と
為
し
、
之
を
高
橦
の
下
に
建
て
、
赦
を
宣
し
畢
れ
ば
則
ち
之
を
除
く
。　
『
新
唐
書
』
巻

四
八
・
百
官
志
三
・
少
府
監
に
、

中
尚
署　

令
一
人
、
従
七
品
下
。
丞
二
人
、
従
八
品
下
。
…
赦
日
、
樹
金
鶏
於
仗
南
、
竿
長
七
丈
、
有
鶏
高
四
尺
、
黄

金
飾
首
、
銜
絳
幡
長
七
尺
、
承
以
綵
盤
、
維
以
絳
縄
、
将
作
監
供
焉
。
撃
堈
鼓
千
声
、
集
百
官
・
父
老
・
囚
徒
。
坊
小
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児
得
鶏
首
者
、
官
以
銭
購
、
或
取
絳
幡
而
已
。

と
あ
る
。
少
府
監
は
五
監
の
ひ
と
つ
で
、
工
芸
に
関
す
る
実
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
皇
帝
や
百
官
の
車
輿
・
服
飾
品
や
、
鋳
銭

な
ど
金
属
製
品
を
作
る
。
中
尚
署
は
少
府
監
下
の
五
署
の
ひ
と
つ
で
、
祭
祀
で
用
い
ら
れ
る
玉
器
や
皇
帝
・
后
妃
の
服
飾

品
を
製
作
す
る
。
金
鶏
は
、
少
府
監
の
中
尚
署
が
製
作
し
、
衛
尉
寺
の
武
庫
令
が
そ
の
保
管
と
管
理
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

（
三
）
凡
そ
金
鶏
を
建
て
れ
ば
、
則
ち
先
に
…
…
視
れ
ば
、
則
ち
其
の
鼓
を
槌
く
。　
　

金
鶏
を
設
置
す
る
場
所
に
つ
い
て
、

『
唐
六
典
』
巻
一
六
・
衛
尉
寺
・
武
庫
令
の
条
は
、

武
庫
令
、
両
京
各
一
人
、
従
六
品
下
。
…
…
凡
有
赦
則
先
建
金
鶏
、
兼
置
鼓
於
宮
城
門
之
右
、
視
大
理
及
府
・
県
囚
徒

至
、
則
撾
其
鼓
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宮
城
の
門
の
「
右
」
と
し
て
い
る
。
『
旧
唐
書
』
巻
四
四
・
職
官
志
三
・
衛
尉
寺
条
も
同
じ
く
「
右
」
で

あ
り
、
『
通
典
』
巻
一
六
九
・
刑
法
典
七
・
赦
宥
条
と
前
掲
注
（
一
）
所
引
の
『
旧
唐
書
』
巻
五
〇
・
刑
法
志
は
「
宮
城
門

外
」
の
「
右
」
と
す
る
の
で
、
本
文
も
「
宮
城
の
門
の
右
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
按
ず
る
に
、
金
鶏
は
魏
晋
已
前
聞
く
…
…
亦
た
「
呂
光
よ
り
起
こ
る
」
と
云
う
。　
　
「
後
魏
」
は
北
魏
（
三
八
六
～

五
三
四
）
の
こ
と
。
呂
光
（
三
三
八
～
三
九
九
）、
字
は
世
明
、
略
陽
郡
（
現
在
の
甘
粛
省
天
水
市
）
の
人
。
五
胡
十
六
国

時
代
後
涼
の
初
代
天
王
（
在
位
三
八
六
年
～ 

三
九
九
年
）。
前
秦
の
武
将
と
し
て
し
ば
し
ば
武
功
を
挙
げ
、
西
域
遠
征
に
も

出
陣
し
て
西
域
全
域
を
制
圧
し
た
。
だ
が
、
東
帰
の
途
中
で
苻
堅
の
淝
水
の
戦
い
で
の
大
敗
と
長
安
の
大
混
乱
を
知
る
と
、

呂
光
は
混
乱
に
乗
じ
て
涼
州
全
域
を
支
配
下
に
治
め
、
後
涼
を
建
国
し
た
。『
晋
書
』
巻
一
二
二
に
載
記
あ
り
。

『
唐
六
典
』
巻
巻
一
六
・
衛
尉
寺
・
武
庫
令
の
条
の
原
注
に
、

…
按
其
所
設
、
其
制
始
於
後
魏
、
不
知
起
自
何
帝
也
。
…
牛
弘
『
大
興
記
』
曰
「
赦
日
建
金
鶏
、
自
後
魏
以
来
常
然
、

或
云
起
於
呂
后
、
未
之
詳
也
。
」
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と
あ
り
、
『
唐
六
典
』
の
撰
者
は
、
大
赦
を
発
布
す
る
日
に
金
鶏
を
設
置
す
る
の
は
北
魏
よ
り
始
ま
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
皇

帝
の
時
か
は
分
か
ら
な
い
と
し
、
牛
弘
の
『
大
興
記
』
に
よ
れ
ば
、
金
鶏
は
北
魏
の
時
よ
り
恒
常
化
し
た
が
、
一
説
に
は
そ

の
起
源
を
「
呂
后
」
の
時
と
す
る
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
「
呂
后
」
は
前
漢
の
初
代
高
祖
劉
邦
の
皇
后
、
二
代

恵
帝
劉
盈
の
母
の
呂
雉
（
前
二
四
一
～
前
一
八
〇
）
の
こ
と
。
高
祖
が
没
し
て
恵
帝
が
即
位
す
る
と
、
呂
后
は
皇
太
后
と
し

て
そ
の
後
見
に
あ
た
り
、
恵
帝
の
没
後
は
後
宮
の
子
供
二
人
を
恵
帝
の
子
と
し
て
帝
位
に
即
け
、
自
ら
幼
い
皇
帝
に
代
わ
っ

て
国
政
を
総
攬
し
た
。
し
か
し
、
金
鶏
設
置
が
北
魏
か
ら
恒
常
化
し
た
と
の
記
述
か
ら
、
『
唐
六
典
』
の
原
注
部
分
は
、

『
封
氏
見
聞
記
』
の
本
文
と
同
じ
「
呂
光
」
の
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

牛
弘
（
五
四
五
年
～
六
一
〇
年
）、
字
は
里
仁
、
安
定
郡
鶉
觚
県
の
人
。
隋
の
文
帝
・
煬
帝
の
二
代
に
わ
た
り
重
臣
と
し

て
仕
え
、
隋
の
礼
学
律
暦
の
制
定
に
関
わ
っ
た
。『
隋
書
』
巻
四
九
と
『
北
史
』
巻
七
二
に
伝
あ
り
。『
大
興
記
』
に
つ
い
て

は
不
詳
。

（
五
）『
隋
書
』
百
官
志
云
う
に
、「
北
斉
の
尚
書
省
…
…
廃
し
て
よ
り
、
衛
尉
之
を
掌
る
。　
　
『
隋
書
』
巻
二
七
・
百
官
志

中
・
後
斉
条
に
よ
れ
ば
、

尚
書
省
、
置
令
・
僕
射
、
吏
部
・
殿
中
・
祠
部
・
五
兵
・
都
官
・
度
支
等
六
尚
書
。
…
殿
中
統
殿
中
・
儀
曹
・
三
公

【
原
注
：
掌
五
時
読
時
令
、
諸
曹
囚
帳
、
断
罪
、
赦
日
建
金
鶏
等
事
。】・
駕
部
四
曹
。

と
あ
る
よ
う
に
、
北
斉
の
尚
書
省
は
吏
部
・
殿
中
・
祠
部
・
五
兵
・
都
官
・
度
支
の
六
尚
書
か
ら
成
っ
て
お
り
、
三
公
曹
は

殿
中
尚
書
に
属
し
、
大
赦
発
布
時
の
金
鶏
の
設
置
等
を
担
当
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
隋
の
文
帝
は
北
斉
の
官
制
を
モ

デ
ル
に
し
て
三
省
六
部
制
を
実
施
し
た
が
、『
通
典
』
巻
二
三
・
職
官
典
五
・
尚
書
下
・
刑
部
尚
書
条
に
は
、
尚
書
省
刑
部

の
成
立
以
前
の
背
景
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
、
北
斉
期
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

北
斉
都
官
統
都
官
・
二
千
石
・
比
部
・
水
部
・
膳
部
五
曹
。
又
有
三
公
曹
、
掌
諸
曹
囚
帳
、
断
罪
、
赦
日
建
金
鶏
等
事

【
原
注
：
又
掌
五
時
読
時
令
。】、
属
殿
中
尚
書
。
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す
な
わ
ち
、
隋
初
に
設
置
さ
れ
た
刑
罰
・
法
務
を
担
当
す
る
都
官
部
（
開
皇
三
年
（
五
八
三
）
に
刑
部
と
改
称
）
に
は
、
北

斉
の
都
官
尚
書
と
殿
中
尚
書
の
三
公
曹
が
引
き
継
が
れ
、
こ
の
時
に
金
鶏
の
設
置
も
刑
部
の
職
掌
の
一
つ
に
含
ま
れ
た
。
前

掲
注
（
一
）
で
引
用
し
た
『
唐
六
典
』
巻
六
に
、
隋
の
刑
部
を
引
き
継
い
だ
唐
の
刑
部
に
も
、
そ
の
職
掌
の
一
つ
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
、『
隋
書
』
巻
二
五
・
刑
法
志
・
斉
条
に
は
、

河
清
三
年
（
五
六
四
）
、
尚
書
令
・
趙
郡
王
叡
等
、
…
又
上
新
令
四
十
巻
、
大
抵
採
魏
・
晋
故
事
。
…
赦
日
、
則
武
庫

令
設
金
鶏
及
鼓
於
閶
闔
門
外
之
右
。
勒
集
囚
徒
於
闕
前
、
撾
鼓
千
声
、
釈
枷
鎖
焉
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
北
斉
の
河
清
三
年
（
五
六
四
）
か
ら
、
衛
尉
寺
の
武
庫
令
が
大
赦
の
発
布
の
際
に
金
鶏
の
設

置
を
担
当
し
て
お
り
、
封
演
の
「
蓋
し
隋
朝
の
此
の
官
（
三
公
曹
）
を
廃
し
て
よ
り
、
衛
尉
之
を
掌
る
」
と
の
推
測
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

（
六
）
北
斉
赦
宥
有
る
毎
に
、
則
ち
閶
門
の
前
に
…
…
と
成
る
。
所
司
も
亦
た
禁
約
せ
ず
。　
　

北
斉
期
に
金
鶏
が
建
て
ら

れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
前
掲
注
（
五
）『
隋
書
』
巻
二
五
・
刑
法
志
及
び
『
通
典
』
巻
一
六
九
・
刑
法
典
・
赦
宥
条
に
は

「
閶
闔
門
外
之
右
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
も
「
閶
闔
門
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
竟
」
は
、
底
本
の
原
注
に
「
一

に
『
競
』
に
作
る
（
一
作
『
競
』）」
と
あ
る
。
そ
う
な
る
と
該
当
部
分
は
「
万
人
競
い
て
金
鶏
の
柱
の
下
に
就
き
」、
す
な

わ
ち
「
多
く
の
人
々
が
争
っ
て
金
鶏
の
柱
を
建
て
た
場
所
に
行
き
」
と
な
り
、
文
意
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

一
方
、「
云
『
佩
之
日
利
』」
に
つ
い
て
、
底
本
の
原
注
に
は
「
一
に
『
又
た
日
に
利
あ
り
と
云
う
』
と
作
る
。『
日
』
は

一
に
『
官
』
と
作
る
。（
一
作
『
又
云
日
利
』。『
日
』
一
作
『
官
』。）」
と
あ
る
。
前
者
は
、
本
文
の
「
之
を
佩
ぶ
れ
ば
（
＝

こ
れ
を
身
に
付
け
れ
ば
）」
の
部
分
を
略
し
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
該
当
部
分
は
「
云
『
佩
之
官
利
』」
と
な

る
が
、
こ
れ
は
『
唐
語
林
』
巻
五
に
よ
っ
て
「
云
『
佩
之
利
官
』」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
意
味
は
、
官
職
に
就
く
の
に
ご
利

益
が
あ
る
、
と
な
る
。
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な
お
、
根
本
誠
氏
は
、
大
赦
が
「
神
政
政
治
的
な
風
格
に
於
い
て
な
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
大
赦
の
神
秘
性

を
表
徴
す
る
一
例
と
し
て
、
こ
の
一
文
を
事
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
根
本
誠
著
「
唐
代
の
大
赦
に
就
い
て
」（『
早
稲
田
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
、一
九
六
〇
年
）
二
五
二
～
二
五
三
頁
参
照
）。

（
七
）
武
成
帝
即
位
し
、
天
下
に
大
赦
し
、
其
の
…
…
王
は
鶏
を
以
て
候
と
為
す
」
と
。　
　

武
成
帝
は
、
北
斉
の
第
四
代

皇
帝
武
成
帝
高
湛
（
在
位
五
六
一
～
五
六
五
年
）
の
こ
と
。『
唐
六
典
』
巻
一
六
・
衛
尉
寺
武
庫
令
条
の
原
注
に
、

『
関
東
風
俗
伝
』
云
、「
宋
孝
王
嘗
問
先
達
司
馬
膺
之
云
後
魏
・
北
斉
赦
日
建
金
鶏
事
。
膺
之
曰
、
按
『
海
中
星
占
』、

天
鶏
星
動
、
必
当
有
赦
。
蓋
王
者
以
鶏
為
赦
候
。」

と
あ
り
、
宋
孝
王
以
下
の
部
分
の
出
典
が
『
関
東
風
俗
伝
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
宋
孝
王
（
？
～
五
八
〇
年
）
は
、
広

平
郡
列
人
県
の
人
。
北
斉
の
段
孝
言
の
下
で
開
府
参
軍
と
な
り
、
さ
ら
に
推
薦
さ
れ
て
北
平
王
文
学
と
な
っ
た
。
文
林
館

に
入
る
望
み
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
北
斉
の
朝
士
を
そ
し
る
目
的
で
、
『
別
録
』
二
十
巻
を
著
し
、
北
斉
滅
亡
後
に

『
関
東
風
俗
伝
』
と
改
め
、
増
補
し
て
三
十
巻
と
し
た
。
『
北
斉
書
』
巻
四
六
・
『
北
史
』
巻
二
六
に
列
伝
あ
り
。
司
馬
膺

之
（
五
〇
七
～
五
七
七
年
）
、
字
は
仲
慶
、
河
内
郡
温
県
の
人
。
河
清
年
間
（
五
六
二
～
五
六
五
年
）
の
末
に
光
禄
大
夫
と

な
っ
た
。
『
北
斉
書
』
巻
一
八
・
『
北
史
』
巻
五
四
に
列
伝
が
あ
る
。

天
鶏
星
は
、『
晋
書
』
巻
十
一
・
天
文
志
上
に
よ
れ
ば
、
東
南
に
あ
る
狗
国
星
の
北
の
二
つ
の
星
で
、
時
間
を
測
る
こ
と

を
つ
か
さ
ど
る
。

（
八
）
其
の
後
、
河
間
王
孝
琬
尚
書
令
と
…
…
斉
王
之
を
信
じ
て
孝
琬
を
殺
す
。　
　

河
間
王
孝
琬
（
五
四
一
～
五
六
六
年
）

は
、
北
斉
の
皇
族
で
、
高
歓
の
孫
、
文
襄
帝
高
澄
の
嫡
子
。
母
は
文
襄
敬
皇
后
元
氏
（
東
魏
の
孝
静
帝
の
姉
の
馮
翊
公
主
）。

『
北
斉
書
』
巻
十
一
・『
北
史
』
巻
五
二
に
列
伝
が
あ
る
。
祖
孝
徴
と
は
祖
珽
（
？
～
五
七
四
年
）
の
こ
と
で
、
孝
徴
は
字
で

あ
る
。
范
陽
郡
遒
県
の
人
。
北
斉
で
は
、
勲
貴
・
漢
人
貴
族
・
恩
倖
の
三
つ
巴
の
勢
力
争
い
が
続
い
た
が
、
祖
珽
は
漢
人
貴

族
勢
力
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
。『
北
斉
書
』
巻
三
九
・『
北
史
』
巻
四
七
に
列
伝
あ
り
。
和
士
開
（
五
二
四
～
五
七
一
）
は
、
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本
姓
を
素
和
氏
と
い
い
、
字
は
彦
通
、
清
都
郡
臨
漳
県
の
人
で
あ
る
。
西
域
の
商
胡
の
子
孫
で
、
身
分
の
賤
し
い
成
り
上
が

り
者
か
ら
な
る
皇
帝
の
寵
臣
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
恩
倖
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
。
祖
珽
と
共
に
、
勲
貴
勢
力
の
抑
圧
に
つ
と

め
た
。『
北
斉
書
』
巻
五
〇
・『
北
史
』
巻
九
二
に
列
伝
が
あ
る
。

本
文
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
、『
北
斉
書
』
巻
十
一
・
文
襄
六
王
伝
・
河
間
王
孝
琬
伝
に
、

河
間
王
孝
琬
、
文
襄
第
三
子
也
。
天
保
元
年
（
五
五
〇
）
封
。
天
統
中
（
五
六
五
～
五
六
九
年
）、
累
遷
尚
書
令
。

…
…
孝
琬
以
文
襄
世
嫡
、
驕
矜
自
負
。…
又
怨
執
政
、
為
草
人
而
射
之
。
和
士
開
與
祖
珽
譖
之
、
云
「
草
人
擬
聖
躬
也
。

…
」
初
、
魏
世
謠
言
、「
河
南
種
穀
河
北
生
、
白
楊
樹
頭
金
鶏
鳴
。」
珽
以
説
曰
、「
河
南
・
河
北
、
河
間
也
。
金
鶏
鳴
、

孝
琬
将
建
金
鶏
而
大
赦
。」
帝
頗
惑
之
。
…
…
帝
愈
怒
、
折
其
両
脛
而
死
。

と
あ
る
。
本
文
で
は
、
祖
珽
と
和
士
開
が
、
以
前
の
「
河
南
種
穀
河
北
生
、
白
楊
樹
頭
金
鶏
鳴
。」
と
い
う
歌
謡
を
用
い
て
、

武
成
帝
に
讒
言
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、『
北
斉
書
』
の
列
伝
で
は
、
河
間
王
が
当
時
の
政
治
に
不
満
を
い
だ
き
、
草
人
形

を
作
っ
て
そ
れ
に
弓
で
射
た
の
を
、
当
時
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
祖
珽
と
和
士
開
が
、
草
人
形
は
武
成
帝
を
見
立
て
た
も
の

だ
と
讒
言
し
て
お
り
、
歌
謡
を
用
い
て
讒
言
し
た
の
は
祖
珽
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
武
成
帝
は
大
変
当
惑
し

た
、
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
、
河
間
王
は
武
成
帝
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

（
九
）
登
封
嵩
岳
（
則
天
は
嵩
岳
を
封
じ
の
誤
り
）、
…
…
因
り
て
樹
を
名
づ
け
て
金
鶏
（
樹
）
と
為
す
。　
　

本
文
の
該
当

部
分
は
、『
唐
語
林
』
巻
五
に
よ
り
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

則
天
封
嵩
岳
、
大
赦
、
改
元
萬
歳
登
封
。
壇
南
有
大
槲
樹
、
樹
杪
置
金
雞
、
因
名
樹
爲
金
雞
樹
。

則
天
は
嵩
岳
を
封
じ
、
大
赦
し
、
万
歳
登
封
と
改
元
す
。
壇
の
南
に
大
槲
樹
有
り
、
樹
の
杪
に
金
鶏
を
置
き
、
因
り
て

樹
を
名
づ
け
て
金
鶏
樹
と
為
す
。

「
則
天
」
は
、
則
天
武
后
（
在
位
六
九
〇
～
七
〇
五
）
の
こ
と
。「
嵩
岳
」
は
五
岳
の
一
つ
で
あ
る
中
岳
、
す
な
わ
ち
、
河

南
省
登
封
県
に
あ
る
嵩
山
の
こ
と
。「
万
歳
登
封
」
は
武
周
期
の
年
号
、
西
暦
六
九
五
～
六
九
六
。
則
天
武
后
は
載
初
元
年
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（
六
九
〇
）
か
ら
久
視
元
年
（
七
〇
〇
）
ま
で
周
正
を
使
用
し
、
従
来
の
夏
正
十
一
月
を
正
月
、
十
二
月
を
臘
月
、
正
月
を

一
月
と
し
て
い
た
。「
槲
樹
」
は
か
し
わ
の
こ
と
。『
旧
唐
書
』
巻
二
三
・
礼
儀
志
三
・
封
禅
に
、

則
天
証
聖
元
年
（
六
九
五
）、
将
有
事
於
嵩
山
、
先
遣
使
致
祭
以
祈
福
助
、
下
制
、
号
嵩
山
為
神
岳
、
尊
嵩
山
神
為
天

中
王
、
夫
人
為
霊
妃
。
…
至
天
冊
万
歳
二
年
（
六
九
六
）
臘
月
甲
申
、
親
行
登
封
之
礼
。
礼
畢
、
便
大
赦
、
改
元
万
歳

登
封
、
改
嵩
陽
県
為
登
封
県
、
陽
成
県
為
告
成
県
。
粤
三
日
丁
亥
、
禅
于
少
室
山
。
又
二
日
己
丑
、
御
朝
覲
壇
朝
群

臣
、
咸
如
乾
封
之
儀
。
…
…
登
封
壇
南
有
槲
樹
、
大
赦
日
於
其
杪
置
金
鶏
樹
。

と
あ
る
。
則
天
武
后
は
嵩
山
で
祭
祀
を
執
り
行
う
た
め
に
、
そ
の
準
備
と
し
て
使
者
を
嵩
山
に
派
遣
し
て
福
助
を
祈
っ
て
神

岳
と
名
付
け
、
嵩
山
の
神
を
天
中
王
、
そ
の
夫
人
を
霊
妃
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
天
冊
万
歳
二
年
（
六
九
六
）
臘
月
に
登

封
の
礼
、
す
な
わ
ち
封
禅
の
封
の
礼
を
行
い
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
大
赦
を
発
布
し
、
万
歳
登
封
と
改
元
し
た
。
そ
の
三
日
後

に
少
室
山
で
禅
の
祭
祀
を
行
っ
た
。
登
封
壇
の
南
に
か
し
わ
が
あ
り
、
大
赦
を
発
布
し
た
日
に
そ
の
こ
ず
え
に
金
鶏
を
付
け

た
、
と
い
う
。
清
の
羅
士
琳
等
『
旧
唐
書
校
勘
記
』
巻
十
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
末
の
「
樹
」
は
衍
字
で
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

国
（
唐
）
で
大
赦
を
発
布
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、（
刑
部
は
）
衛
尉
寺
に
命
じ
て
金
鶏
（
を
つ
け
た
柱
）
を
宮
門
の
下
に

建
て
さ
せ
、（
衛
尉
寺
の
）
武
庫
令
に
そ
の
事
を
担
当
さ
せ
た
。
鶏
は
黄
金
で
頭
の
部
分
を
作
り
、
こ
れ
を
高
い
柱
の
下

（
上
の
誤
り
）
に
設
置
し
て
、
大
赦
を
発
布
し
終
わ
れ
ば
、
こ
れ
を
取
り
除
く
。
お
よ
そ
金
鶏
を
設
置
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず

太
鼓
を
宮
城
の
門
の
左
（
右
の
誤
り
）
に
置
き
、
大
理
寺
、
両
京
の
府
と
県
の
囚
人
が
集
ま
っ
た
の
が
確
認
で
き
た
ら
、
太

鼓
を
打
つ
。

思
う
に
、
金
鶏
は
魏
晋
時
代
以
前
に
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
が
、
一
説
に
は
「
北
魏
よ
り
始
ま
る
」
と
い
い
、
ま
た
一
説

に
は
「（
五
胡
十
六
国
時
代
の
）
後
涼
よ
り
始
ま
る
」
と
い
う
。『
隋
書
』
百
官
志
に
は
、「
北
斉
の
尚
書
省
（
の
殿
中
尚
書
）

210　 『封氏聞見記』訳注（八）（9）



に
三
公
曹
が
あ
り
、
大
赦
の
発
布
で
は
、
金
鶏
の
設
置
を
担
当
す
る
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
隋
朝
が
三
公
曹
を
廃
止
し
て
か

ら
、
衛
尉
寺
が
こ
れ
を
担
当
し
た
の
だ
ろ
う
。

北
斉
で
は
、
赦
が
実
施
さ
れ
る
た
び
に
、（
鄴
城
の
宮
城
の
）
閶
闔
門
の
前
に
金
鶏
（
を
つ
け
た
柱
）
を
設
置
し
て
、
三

日
た
っ
た
ら
終
わ
り
に
す
る
。
多
く
の
人
々
は
（
争
っ
て
）
金
鶏
の
柱
の
も
と
に
行
き
、
少
量
の
土
を
取
り
、「
こ
れ
を
身

に
付
け
れ
ば
い
つ
も
ご
利
益
が
あ
る
」
と
い
っ
て
、
数
日
の
間
に
と
う
と
う
穴
が
で
き
た
。
管
轄
す
る
役
人
も
こ
れ
を
禁
止

す
る
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
。
武
成
帝
が
即
位
す
る
と
、
天
下
に
大
赦
を
発
布
し
、
発
布
し
た
そ
の
日
に
金
鶏
の
柱
を
設
置

し
た
。
宋
孝
王
は
そ
の
由
来
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
光
禄
大
夫
の
司
馬
膺
之
に
「
大
赦
を
発
布
す
る
時
に
、
金
鶏
の
柱

を
設
置
し
ま
す
が
、
そ
の
由
来
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
質
問
す
る
と
、（
司
馬
膺
之
は
）「『
海
中
星
占
』
に
よ
る
と
『
天
鶏

星
が
動
く
と
、
必
ず
大
赦
が
発
布
さ
れ
る
』
と
あ
る
の
で
、
王
は
鶏
で
（
大
赦
を
発
布
す
る
）
そ
の
時
と
し
た
の
で
す
」
と

答
え
た
。
そ
の
後
、
河
間
王
孝
琬
は
尚
書
令
と
な
っ
た
。
以
前
か
ら
、
歌
謡
に
「
河
南
に
穀
物
を
植
え
れ
ば
芽
は
河
北
か

ら
、
白
楊
樹
の
上
に
金
鶏
が
鳴
く
」
と
あ
っ
た
。
祖
孝
徴
と
和
士
開
が
高
孝
琬
を
讒
言
し
て
「
河
南
・
河
北
と
は
河
間
の
こ

と
で
す
。
金
鶏
が
鳴
く
と
は
、
高
孝
琬
が
皇
帝
と
な
っ
て
（
大
赦
を
発
布
す
る
）
金
鶏
の
柱
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
言
っ
た
。
武
成
帝
は
こ
の
話
を
信
じ
て
高
孝
琬
を
殺
し
た
。

則
天
武
后
は
嵩
岳
で
封
禅
の
封
の
礼
を
行
い
、
大
赦
を
発
布
し
て
、
万
歳
登
封
と
改
元
し
た
。（
登
封
）
壇
の
南
に
大
き

な
か
し
わ
の
樹
が
あ
り
、
樹
の
こ
ず
え
に
金
鶏
を
設
置
（
し
て
大
赦
を
発
布
）
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
か
し
わ
の
樹
を

金
鶏
樹
と
名
付
け
た
。

（
髙
瀬　

奈
津
子
）

附
記　

本
稿
はJSPS

科
研
費17K

03140

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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〔
二
〕『
封
氏
聞
見
記
』
巻
四
・
露
布

【
原
文
】

露
布
、
捷
書
之
別
名
也
。
諸
軍
破
賊
、
則
以
帛
書
建
諸
竿
上
、
兵
部
謂
之
露
布
。
蓋
自
漢
以
來
有
其
名
。
所
以
名
露
布

者
、
謂
不
封
檢
、
而
宣
布
、
欲
四
方
速
知
。
亦
謂
之
露
版
。『
魏
武
奏
事
』
云
「
有
警
急
、
輒
露
版
插
羽
」
是
也
。
宋
時
沈

璞[

一
作
「
沈
羨
之
」]

爲
盱
眙
太
守
、
與
臧
質
固
拒
魏
軍
。
軍
退
、
質
謂
璞
城
主
、「
使
自
上
露
版
」。
後
魏
韓
顯
宗
大

破
齊
軍
、
不
作
露
布
。
高
宗
怪
而
問
之
、
荅
曰
「
頃
聞
諸
將
獲
賊
二
三
・
驢
馬
、
皆
爲
露
布
、
臣
每
哂
之
。
近
雖
仰
憑
威

靈
、[

欠
六
字]

□
□
□
□
（
得
摧
醜
虜
、
斬
擒
不
多
）、
脫
復
高
曳
長
縑
、
虛
張
功
捷
、
尤
而
效
之
、
其
罪
彌
大 [

一
作

「
甚
」]

。
所
以
斂
毫
卷
帛
、
解
上
而
已
」。
然
則
露
版
、
古
今
通
名
也
。
隋
文
帝
時
、
詔
太
常
卿
牛
宏
撰
『
宣
露
布
儀
』。
開

皇
九
年
、
平
陳
、
元
帥
晉
王
以
驛
上
露
布
。
兵
部
請
依
新
禮
、
集
百
官
及
四
方
客
使
于
朝
堂
、
內
史
令
稱
有
詔
、
在
位
者
皆

拜
。
宣
露
布
訖
、
舞
蹈 [

一
作
「
蹈
舞
」]
者
三
。
又
并[

一
作
「
拜
」]

郡
縣
皆
同
。
自
後
因
循
至
今
不
改
。
近
代
諸
露
布
、

大
抵
皆
張
皇
國
威
、
廣
談
帝
德
、
動
逾
數
千
字
、
其
能
體
要
不
煩
者
、
鮮
云
。

【
訓
読
】

露
布
は
、
捷
書
の
別
名
な
り
（
一
）。
諸
そ
軍 

賊
を
破
れ
ば
、
則
ち
帛
書
を
以
て
諸
を
竿
上
に
建
て
、
兵
部 

之
を
露
布

と
謂
う
。
蓋
し
漢
自
り
以
来
其
の
名
有
り
。
露
布
と
名
づ
く
所
以
の
者
は
、
封
検
せ
ず
、
而
し
て
宣
布
し
て
（
二
）、
四

方
に
速
に
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
を
謂
え
ば
な
り
。
亦
た
之
を
露
版
と
謂
う
。『
魏
武
奏
事
』
に
「
警
急
有
ら
ば
、
輒
ち
露

版
插
羽
す
」
と
云
う
が
是
な
り
（
三
）。
宋
の
時 

沈
璞[

一
に
「
沈
羨
之
」
に
作
る]

盱く

い眙
太
守
と
為
り
、
蔵
質
と
與
に

固
く
魏
軍
を
拒
む
。
軍
退
き
、
質 

璞
城
主
に
謂
え
ら
く
「
自
ら
露
版
を
上

た
て
ま
つら
し
め
よ
」
と
（
四
）。
後
魏
の
韓
顕
宗 

大
い

に
斉
軍
を
破
る
に
、
露
布
を
作
ら
ず
。
高
宗
怪
み
て
之
に
問
う
に
、
荅
へ
て
曰
く
「
頃

こ
の
ご
ろ

聞
く
に
、
諸
将
は
賊
二
三
・
驢
馬
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を
獲
る
に
、
皆
な
露
布
を
為
る
、
と
。
臣
毎
に
之
を
哂
う
（
五
）。
近
ご
ろ
は
威
霊
に
仰
憑
し
、
醜
虜
を
摧く

じ

く
を
得
る
と
雖

も
、
斬
擒
多
か
ら
ず
（
六
）、
脱も

し
復
た
高
く
長
縑
を
曳
き
、
虚
く
功
捷
を
張
り
、
尤と

が

め
て
之
に
效な

ら

う
は
、
其
の
罪
彌い

よ

い
よ

大 [

一
に
「
甚
」
に
作
る]

な
り
（
七
）。
所ゆ

え以
に
毫
を
斂お

さ

め
帛
を
巻
き
て
、
解
上
す
る
の
み
（
八
）」
と
。
然
ら
ば
則
ち

露
版
は
、
古
今
の
通
名
な
り
。
隋
文
帝
の
時
、
太
常
卿
の
牛
宏
に
詔
し
て
『
宣
露
布
儀
』
を
撰
せ
し
む
（
九
）。
開
皇
九
年

（
五
八
九
）、
陳
を
平
げ
、
元
帥
の
晋
王
は
駅
を
以
て
露
布
を
上
る
（
一
〇
）。
兵
部
は
新
礼
に
依
る
を
請
い
、
百
官
及
び
四

方
の
客
使
を
朝
堂
に
集
め
（
一
一
）、
内
史
令
「
詔
有
り
」
と
称
し
、
位
に
在
る
者
は
皆
な
拝
す
（
一
二
）。
露
布
を
宣
ぶ
る

こ
と
訖お

わ

り
、
舞
蹈 [
一
に
「
蹈
舞
」
に
作
る]

す
る
者こ

と

三
た
び
。
又
た
并
び
に[

一
に
「
拝
」
に
作
る]

郡
県
皆
な
同
じ

（
一
三
）。
自
後
因
循
し
て
今
に
至
る
ま
で
改
め
ず
（
一
四
）。
近
代
の
諸
露
布
は
、
大
抵
皆
な
国
威
を
張
皇
し
、
広
く
帝
徳

を
談
じ
（
一
五
）、
動
も
す
れ
ば
数
千
字
を
逾こ

え
、
其
れ
能
く
体
要
の
煩
な
ら
ざ
る
者
（
一
六
）、
鮮す

く
な

し
と
云
う
。

【
註
釈
】

（
一
）
捷
書
の
別
名
な
り　
　
「
捷
書
」
は
勝
ち
戦
の
報
告
書
。

（
二
）
封
検
せ
ず
、
而
し
て
宣
布
し
て　
　
「
封
検
」
は
、
封
印
す
る
こ
と
。「
宣
布
」
は
、
ひ
ろ
く
知
ら
せ
る
こ
と
。

（
三
）『
魏
武
奏
事
』
に
「
警
急
有
ら
ば
、
輒
ち
露
版
插
羽
す
」
と
云
う
が
是
な
り　
　
『
魏
武
奏
事
』
に
つ
い
て
は
、『
漢

書
』
巻
一
下
・
高
帝
紀
・
高
祖
十
年
九
月
条
の
、

上
曰
、「
非
汝
所
知
。
陳
豨
反
、
趙
代
地
皆
豨
有
。
吾
以
羽
檄
徵
天
下
兵
、
未
有
至
者
、
今
計
唯
独
邯
鄲
中
兵
耳
。
吾

何
愛
四
千
戶
、
不
以
慰
趙
子
弟
」。

に
付
さ
れ
た
唐
・
顔
師
古
の
注
に
、

師
古
曰
「
檄
者
、
以
木
簡
為
書
、
長
尺
二
寸
、
用
徵
召
也
。
其
有
急
事
、
則
加
以
鳥
羽
插
之
、
示
速
疾
也
。『
魏
武
奏

事
』
云
、
今
辺
有
警
、
輒
露
檄
插
羽
」。
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と
の
引
用
が
み
え
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
・
更
始
二
年
条
の
「
二
年
正
月
、
光
武
以
王
郎
新
盛
、
乃
北
徇
薊
。

王
郎
移
檄
購
光
武
十
万
戸
。」
に
付
さ
れ
た
注
に
も
、

『
魏
武
奏
事
』
曰
「
若
有
急
、
即
插
以
雞
羽
、
謂
之
羽
檄
」。

と
の
引
用
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
右
『
封
氏
聞
見
記
』
本
条
の
引
用
文
と
比
べ
る
と
、
字
句
に
や
や
異
同
が
あ
る
。『
隋
書
』

巻
三
三
・
経
籍
二
・
刑
法
条
に
「『
魏
王
奏
事
』
十
巻
」
の
名
が
あ
る
が
撰
者
未
詳
、
佚
。
恐
ら
く
は
こ
の
『
魏
王
奏
事
』

十
巻
の
記
事
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
『
隋
書
』
巻
三
五
・
経
籍
志
・
総
集
条
に
「『
魏
武
帝
露
布
文
』
九
巻
、

亡
」
も
あ
り
、
比
定
は
難
し
い
。

「
警
急
」
は
危
急
の
事
態
・
で
き
ご
と
を
い
う
。「
露
版
插
羽
」
は
、
密
封
し
て
い
な
い
文
書
（
露
版
）
に
、
羽
を
挿
し
て

緊
急
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
。

（
四
）
宋
の
時 

沈
璞
盱
眙
太
守
と
為
り
、
蔵
質
と
與
に
固
く
魏
軍
を
拒
む
…
…
「
自
ら
露
版
を
上
ら
し
め
よ
」
と　
　
「
宋
」

は
南
朝
宋
（
四
二
〇
―
四
七
九
）。
沈
璞
（
四
一
六
―
四
五
三
）
は
、
宋
の
官
僚
で
、
字
は
道
真
、
呉
興
武
興
（
現
在
の
浙

江
省
徳
清
県
）
の
人
。
沈
林
子
の
少
子
で
、
沈
約
（
四
四
一
―
五
一
三
）
の
父
。「
盱
眙
」
は
現
在
の
安
徽
省
盱
眙
県
の
北
。

『
宋
書
』
巻
一
〇
〇
・
沈
約
の
自
序
に
付
伝
が
あ
り
、
そ
こ
に
沈
璞
が
蔵
質
と
と
も
に
北
魏
の
拓
跋
燾
（
太
武
帝
）
の
軍
を

盱
眙
城
に
お
い
て
撃
退
し
た
際
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

（
元
嘉
二
十
七
年
〈
四
五
〇
〉）
及
賊
至
、
四
面
蟻
集
攻
城
、
璞
與
質
隨
宜
応
拒
、
攻
守
三
旬
、
殄
其
太
半
、（
拓
跋
）

燾
乃
遁
走
。
…
…
蔵
質
以
璞
城
主
、
使
自
上
露
板
。
璞
性
謙
虚
、
推
功
於
質
。
既
不
自
上
、
質
露
板
亦
不
及
焉
。
太
祖

嘉
璞
功
効
、
遣
中
使
深
相
褒
美
。

（
五
）
後
魏
の
韓
顕
宗 

大
い
に
斉
軍
を
破
る
に
、
露
布
を
作
ら
ず
。
高
宗
怪
し
み
て
…
…
臣
每
に
之
を
哂
う　
　
「
後
魏
」

は
北
魏
（
三
八
六
―
五
三
四
）。
韓
顕
宗
（
四
六
六
―
四
九
九
）
は
、
字
は
茂
親
、
昌
黎
棘
城
（
現
在
の
遼
寧
省
義
県
）
の

人
。
韓
麒
麟
の
次
子
で
、
韓
興
宗
の
弟
。『
魏
書
』
巻
六
〇
・
韓
麒
麟
伝
に
付
伝
が
あ
る
。
北
魏
孝
文
帝
期
の
官
僚
で
著
作
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郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
の
ち
太
和
二
十
一
年
（
四
九
七
）
に
北
魏
が
南
朝
斉
に
対
し
て
南
伐
を
行
っ
た
際
の
こ
と
と
し
て
、
右

『
魏
書
』
巻
六
〇
の
所
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
太
和
）
二
十
一
年
、
車
駕
南
伐
、
顕
宗
為
右
軍
府
長
史
・
征
虜
将
軍
・
統
軍
。
軍
次
赭
陽
、
蕭
鸞
戍
主
成
公
期
遣
其

軍
主
胡
松
・
高
法
援
等
并
引
蛮
賊
来
撃
軍
営
、
顕
宗
親
率
拒
戦
、
遂
斬
法
援
首
。
顕
宗
至
新
野
、
高
祖
詔
曰
「
卿
破
賊

斬
帥
、
殊
益
軍
勢
、
朕
方
攻
堅
城
、
何
為
不
作
露
布
也
」。
顕
宗
曰
「
臣
頃
聞
鎮
南
将
軍
王
粛
獲
賊
二
三
、
驢
馬
数
匹
、

皆
為
露
布
、
臣
在
東
観
、
私
每
哂
之
。
近
雖
仰
憑
威
霊
、
得
摧
醜
虜
、
兵
寡
力
弱
、
擒
斬
不
多
。
脱
復
高
曳
長
縑
、
虚

張
功
捷
、
尤
而
效
之
、
其
罪
弥
甚
。
臣
所
以
斂
毫
巻
帛
、
解
上
而
已
」。
高
祖
笑
曰
「
如
卿
此
勳
、
誠
合
茅
社
、
須
赭

陽
平
定
、
検
審
相
酬
」。

「
高
宗
」
は
北
魏
・
孝
文
帝
拓
跋
宏
（
四
七
一
―
四
九
九
）。

（
六
）
近
ご
ろ
は
威
霊
に
仰
憑
し
、
醜
虜
を
摧
く
を
得
る
と
雖
も
、
斬
擒
多
か
ら
ず　
　

原
文
に
「［
欠
六
字]

□
□
□
□
」

と
注
記
の
あ
る
部
分
は
、
天
一
閣
蔵
明
抄
本
に
よ
り
「
得
摧
醜
虜
、
斬
擒
不
多
」
の
八
字
を
補
っ
た
。『
封
氏
聞
見
記
校
注
』

（
趙
貞
信
校
注
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
五
七
年
）
参
照
。

「
仰
憑
」
は
頼
る
、
頼
み
と
す
る
。「
威
霊
」
は
威
力
の
あ
る
神
霊
の
こ
と
。
神
霊
を
頼
り
と
し
て
、
の
意
味
。「
醜
虜
」

は
、
こ
こ
で
は
敵
方
で
あ
る
南
朝
斉
の
軍
を
さ
す
。「
摧
」
は
ほ
ろ
ぼ
す
。「
斬
擒
」
は
殺
害
ま
た
は
捕
虜
と
し
た
敵
方
の
兵

士
。

（
七
）
脱
し
復
た
高
く
長
縑
を
曳
き
、
虚
く
功
捷
を
張
り
、
尤
め
て
之
に
效
う
は
、
其
の
罪
弥
い
よ
大
な
り　
　
「
脱
」
は
副

詞
で
、
或
い
は
、
も
し
、
の
意
。「
長
縑
」
は
こ
こ
で
は
露
布
の
こ
と
。
縑
は
か
た
く
織
っ
た
絹
で
、
書
画
を
か
く
の
に
用

い
る
絹
布
。「
功
捷
」
は
敵
を
破
っ
た
戦
功
の
こ
と
。「
尤
而
效
之
、
其
罪
弥
大
（
尤
め
て
之
に
效
う
は
、
其
の
罪
弥
い
よ
大

な
り
）」
は
、
典
拠
と
な
る
文
言
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
四
年
条
の
介
之
推
の
こ
と
ば
に
み
え
る
。

晋
侯
賞
従
亡
者
。
介
之
推
不
言
禄
、
禄
亦
弗
及
。
推
曰
「
献
公
之
子
九
人
、
唯
君
在
矣
。
恵
・
懐
無
親
、
外
内
弃
之
、
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天
未
絶
晋
、
必
将
有
主
。
主
晋
祀
者
、
非
君
而
誰
。
天
実
置
之
、
而
二
三
子
以
為
己
力
、
不
亦
誣
乎
。
竊
人
之
財
猶
謂

之
盗
、
況
貪
天
之
功
以
為
己
力
乎
。
下
義
其
罪
、
上
賞
其
姦
、
上
下
相
蒙
、
難
與
処
矣
」。
其
母
曰
「
盍
亦
求
之
、
以

死
誰
懟
」。（
介
之
推
）
対
曰
「
尤・

・

・

・

而
效
之
。
罪・

・

・

・

又
甚
焉
。
且
出
怨
言
、
不
食
其
食
」。

晋
の
文
公
が
亡
命
に
随
従
し
た
者
た
ち
に
褒
賞
を
与
え
た
際
、
そ
れ
を
批
判
し
た
介
之
推
は
、
褒
賞
を
も
ら
い
に
行
く
よ
う

勧
め
た
母
の
説
得
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
が
母
と
交
わ
し
た
言
葉
で
「
誤
り
だ
と
知
り
つ
つ
そ
れ
に
倣
え
ば
、
罪

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
」
と
い
う
意
味
。

（
八
）
所
以
に
毫
を
斂
め
帛
を
巻
き
て
、
解
上
す
る
の
み　
　
「
斂
毫
」
は
筆
を
し
ま
う
こ
と
。「
解
上
」
は
、
下
級
組
織
か

ら
上
級
組
織
へ
の
報
告
、
ま
た
そ
の
報
告
書
の
こ
と
。

（
九
）
隋
文
帝
の
時
、
太
常
卿
の
牛
宏
に
詔
し
て
『
宣
露
布
儀
』
を
撰
せ
し
む　
　

隋
文
帝
・
楊
堅
（
五
四
一
―
六
〇
四
。

在
位
五
八
一
―
六
〇
四
）。「
太
常
卿
」
は
、
中
央
官
庁
で
あ
る
太
常
寺
の
長
官
。
太
常
寺
は
王
朝
の
儀
礼
を
掌
っ
た
。
牛
宏

（
牛
弘
）（
五
四
五
―
六
一
〇
）
は
隋
の
官
僚
。
字
は
里
仁
。
安
定
郡
鶉
觚
県
（
現
在
の
甘
粛
省
霊
台
）
の
人
。
礼
部
尚
書
、

吏
部
尚
書
等
を
歴
任
し
、
文
帝
・
煬
帝
の
二
帝
に
仕
え
た
。『
隋
書
』
巻
四
九
に
立
伝
。『
宣
露
布
儀
』
に
つ
い
て
は
、『
隋

書
』
巻
八
・
礼
儀
志
に
、

開
皇
中
、
迺
詔
太
常
卿
牛
弘
・
太
子
庶
子
裴
政
撰
『
宣
露
布
礼
』。
及
九
年
平
陳
、
元
帥
晋
王
、
以
駅
上
露
布
。
兵
部

奏
、
請
依
新
礼
宣
行
。
承
詔
集
百
官
、
四
方
客
使
等
、
並
赴
広
陽
門
外
、
服
朝
衣
、
各
依
其
列
。
内
史
令
称
有
詔
、
在

位
者
皆
拝
。
宣
訖
、
拝
、
蹈
舞
者
三
、
又
拝
。
郡
県
亦
同
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
『
宣
露
布
礼
』
と
す
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
い
ず
れ
も
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
詳
細
は
不
明
。

已
佚
。

（
一
〇
）
開
皇
九
年
、
陳
を
平
げ
、
元
帥
の
晋
王
は
駅
を
以
て
露
布
を
上
る　
　

隋
が
陳
を
滅
ぼ
し
た
の
は
、
開
皇
九
年

（
五
八
九
）
正
月
の
こ
と
。
陳
攻
撃
の
行
軍
元
帥
（
総
指
揮
官
）
は
、
晋
王
・
楊
広
、
す
な
わ
ち
煬
帝
で
あ
っ
た
。
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（
一
一
）
兵
部
は
新
礼
に
依
る
を
請
い
、
百
官
及
び
四
方
の
客
使
を
朝
堂
に
集
め　
　
「
兵
部
」
は
隋
の
中
央
官
庁
で
あ
る
六

部
（
民
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
部
）
の
一
つ
で
、
軍
事
を
掌
る
。「
新
礼
」
は
、
前
文
に
み
え
る
『
宣
露
布
儀
（
礼
）』
を

さ
す
か
。「
四
方
客
使
」
は
外
国
か
ら
の
使
者
。「
朝
堂
」
は
宮
廷
の
正
殿
を
い
い
、
こ
こ
で
は
大
興
城
（
長
安
）
太
極
宮
の

太
極
殿
を
さ
す
。

（
一
二
）
内
史
令
「
詔
有
り
」
と
称
し
、
位
に
在
る
者
は
皆
な
拝
す　
　
「
内
史
令
」
は
詔
勅
の
起
草
を
掌
り
、
の
ち
唐
代
に

は
「
中
書
令
」
と
呼
ば
れ
た
。「
位
」
は
版
位
の
こ
と
で
、
儀
式
の
際
に
使
用
す
る
立
ち
位
置
を
示
す
た
め
の
し
る
し
。

（
一
三
）
露
布
を
宣
ぶ
る
こ
と
訖
り
、
舞
蹈
す
る
者
三
た
び
。
又
た
并
び
に
郡
県
皆
な
同
じ　
　
「
舞
蹈
」
は
慶
賀
を
表
す
際

に
行
う
儀
式
上
の
所
作
を
い
う
。

（
一
四
）
自
後
因
循
し
て
今
に
至
る
ま
で
改
め
ず　
　

唐
・
開
元
二
〇
年
（
七
三
二
）
成
書
の
『
大
唐
開
元
礼
』
一
五
〇
巻

に
は
、
そ
の
巻
八
四
に
軍
礼
と
し
て
「
平
蕩
冦
賊
宣
露
布
」
条
が
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
示
す
。

其
日
、
守
宮
量
設
群
官
次
。
露
布
至
、
兵
部
侍
郎
奉
以
奏
聞
。
仍
承
制
、
集
文
武
群
官
客
使
於
東
朝
堂
。
群
官
客
使

至
、
俱
就
次
、
各
服
其
服
。
奉
礼
設
群
官
版
位
於
東
朝
堂
之
前
近
南
、
文
東
武
西
、
重
行
北
向
、
相
対
為
首
。
又
設
客

使
之
位
如
常
儀
。
設
中
書
令
位
於
群
官
之
北
南
向
。
量
時
刻
、
吏
部
兵
部
賛
群
官
客
使
出
次
。
謁
者
賛
引
各
引
就
位
。

立
定
、
中
書
令
受
露
布
置
於
案
。
令
史
二
人
、
絳
公
服
対
挙
之
。
典
謁
引
中
書
令
、
挙
案
者
従
之
、
出
就
南
面
位
。
持

案
者
立
於
中
書
令
西
南
、
東
面
。
立
定
、
持
案
者
進
中
書
令
前
。
中
書
令
取
露
布
、
持
案
者
退
復
位
。
中
書
令
称
「
有

制
」、
群
官
客
使
皆
再
拝
。
中
書
令
宣
露
布
訖
、
群
官
客
使
又
再
拝
、
皆
舞
蹈
、
訖
、
又
再
拝
。
謁
者
引
兵
部
尚
書
、

進
中
書
令
前
、
受
露
布
退
復
位
。
兵
部
侍
郎
前
受
之
、
典
謁
引
中
書
令
入
、
謁
者
引
群
官
客
使
、
各
還
次
。

『
封
氏
聞
見
記
』
本
条
に
み
え
て
い
た
よ
う
に
、
隋
で
は
「
内
史
令
称
有
詔
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
唐
『
開
元
礼
』
で
は

「
中
書
令
称
有
制
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
隋
朝
で
行
わ
れ
た
宣
露
布
儀
、
す
な
わ
ち
戦
勝
を
知
ら
せ
る
露
布
が
朝
廷
に
届
い

た
際
に
行
わ
れ
る
儀
式
次
第
は
、
大
き
く
は
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
唐
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　203髙瀬奈津子・江川式部 （16）



唐
代
に
お
け
る
宣
露
布
儀
、
す
な
わ
ち
捷
報
の
伝
達
・
公
示
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
既
に
丸
橋
充
拓
氏
が
、
先
行
研
究
お

よ
び
右
『
開
元
礼
』
の
「
平
蕩
冦
賊
宣
露
布
」
条
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
復
原
し
て
い
る
。

　

①
兵
部
侍
郎
が
露
布
を
受
理
し
、
儀
礼
の
場
に
奏
聞
。

　

②
中
書
令
が
露
布
を
受
領
し
、
皇
帝
に
献
上
。

　

③
皇
帝
が
受
理
、
御
画
。

　

④
中
書
令
は
「
制
有
り
」
と
称
し
、
露
布
を
宣
布
。

　

⑤
群
官
・
客
使
が
再
拝
・
舞
踏
。

　

⑥
露
布
を
中
書
令
か
ら
、
兵
部
尚
書
、
兵
部
侍
郎
へ
と
手
交
。

丸
橋
充
拓
「
唐
代
に
お
け
る
戦
争
の
記
録
と
記
憶
―
露
布
・
史
書
・
紀
功
碑
・
軍
楽
―
」（『
社
会
文
化
論
集
』
第
十
一
号
、

島
根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学
科
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
六
五
―
八
一
頁
、
参
照
。

（
一
五
）
近
代
の
諸
露
布
は
、
大
抵
皆
な
国
威
を
張
皇
し
、
広
く
帝
徳
を
談
じ　
　
「
近
代
」
は
近
年
の
意
で
、
封
演
が
『
封

氏
聞
見
記
』
を
撰
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
唐
・
徳
宗
の
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
頃
と
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
少
し
前
を
さ

す
。「
張
皇
」
は
、
顕
揚
す
る
、
誇
張
す
る
の
意
。「
帝
徳
」
は
天
子
の
徳
。

（
一
六
）
其
れ
能
く
体
要
の
煩
な
ら
ざ
る
者　
　
「
体
要
」
は
物
事
が
整
っ
て
い
て
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
。

【
現
代
語
訳
】

露
布
は
、
捷
書
の
別
名
で
あ
る
。
お
よ
そ
軍
で
は
賊
を
破
っ
た
際
に
、
帛
書
を
竿
上
に
建
て
る
の
で
あ
る
が
、
兵
部
で
は

こ
れ
を
露
布
と
い
っ
た
。
お
そ
ら
く
漢
以
後
そ
の
名
称
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
露
布
と
い
う
名
の
由
来
は
、（
報
告
書
を
）
封

印
せ
ず
、
宣
布
し
て
す
み
や
か
に
四
方
に
知
ら
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
露
版
と
も
い
っ
た
。『
魏
武
奏

事
』
に
「
緊
急
の
事
が
あ
れ
ば
、
露
版
插
羽
を
用
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
南
朝
宋
の
と
き
、
沈
璞
が
盱
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眙
の
太
守
と
な
っ
て
、
蔵
質
と
と
も
に
北
魏
（
軍
の
猛
攻
撃
）
を
防
い
だ
。（
北
魏
）
軍
が
撤
退
し
た
の
ち
、
蔵
質
は
璞
城

主
に
「（
あ
な
た
が
）
自
ら
露
版
を
（
陛
下
に
）
た
て
ま
つ
り
な
さ
い
」
と
い
っ
た
。
ま
た
後
魏
（
北
魏
）
の
韓
顕
宗
は
、

大
い
に
南
朝
斉
の
軍
を
破
っ
た
が
、
露
布
を
作
ら
な
か
っ
た
。
高
宗
（
孝
文
帝
）
は
不
思
議
に
思
っ
て
（
そ
の
理
由
を
）
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
最
近
、
将
軍
た
ち
は
、
賊
の
二
三
人
や
驢
馬
を
獲
え
た
だ
け
で
、
皆
な
露
布
を
つ
く
る
と
聞
い
て
お
り
、

私
は
常
々
そ
の
こ
と
を
嘲
笑
し
て
お
り
ま
し
た
。
近
ご
ろ
は
神
霊
を
頼
り
に
、
敵
を
打
ち
負
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
は

い
っ
て
も
、
殺
し
た
り
生
け
捕
り
に
し
た
り
し
た
敵
兵
は
多
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
高
々
と
露
布
を
曳
き
掲
げ
る
よ

う
な
こ
と
を
し
て
、
た
い
し
て
大
き
く
も
な
い
戦
功
を
ひ
け
ら
か
し
、
そ
れ
が
真
実
で
な
い
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
（
露
布

を
つ
く
る
と
い
う
）
慣
習
に
従
う
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
そ
の
罪
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

筆
を
し
ま
い
、
帛
を
巻
い
て
（
露
布
を
作
成
せ
ず
）、
た
だ
御
報
告
を
差
し
上
げ
る
だ
け
に
し
て
い
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
露
版
と
い
う
の
が
古
今
の
通
称
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
隋
文
帝
の
時
、
太
常
卿
の
牛
宏

（
弘
）
に
詔
し
て
『
宣
露
布
儀
（
礼
）』
作
成
さ
せ
た
。
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
に
は
陳
を
平
定
し
た
が
、
元
帥
の
晋
王
（
楊

広
。
の
ち
の
煬
帝
）
は
、
駅
伝
え
に
露
布
を
た
て
ま
つ
っ
た
。
兵
部
は
新
礼
に
従
（
っ
て
儀
式
を
行
）
う
こ
と
を
請
い
、
百

官
及
び
四
方
の
客
使
を
朝
堂
に
集
め
、
内
史
令
が
「
詔
有
り
」
と
称
し
、
位
に
在
る
者
は
皆
な
拝
礼
し
た
。
露
布
を
宣
べ
る

（
儀
礼
が
）
お
わ
る
と
、（
参
列
し
て
い
た
官
僚
た
ち
は
）
三
た
び
舞
蹈
を
し
た
。（
こ
の
儀
礼
は
）
郡
県
に
お
い
て
も
皆
な

同
じ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
（
そ
の
儀
礼
は
）
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。
近
ご
ろ
の
露
布
は
、
大
抵
ど
れ
も
国

威
を
誇
張
し
、
ひ
ろ
く
帝
の
徳
を
述
べ
て
は
い
る
が
、
や
や
も
す
る
と
数
千
字
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
整
っ
て
ま

と
ま
り
の
あ
る
も
の
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

（
江
川　

式
部
）

附
記　

本
稿
はJSPS

科
研
費19H

01325

・18K
01005

・18H
00700

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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